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○この図は地元自治体と協議して作成したものです。
　各レベルにおける具体的な規制範囲等については
　地域防災計画等で定められています。

気象庁地震火山部火山課火山監視・情報センター
TEL：03-3212-8341（内線4526）　http://www. jma.go. jp/

■長野地方気象台 防災業務課

 TEL：026-232-3773 http://www. jma-net.go. jp/nagano/
■岐阜地方気象台 防災業務課

 TEL：058-271-4108 http://www. jma-net.go. jp/gifu/

御嶽山 噴火警戒レベルに応じた防災対応（レベル２～３、想定火口：79-7火口）

噴火警報等で発表する

●この図は79-7火口※で噴火した場合の噴火警戒レベル２（火口周辺規制）及び
　３（入山規制）の規制範囲を示しています。

●レベル３は、火山活動の状況により規制範囲が変わります。
●居住地域まで影響が及ぶ場合にはレベル４（避難準備）及び５（避難）となります。
（レベル１（活火山であることに留意）の時は八丁たるみ内立ち入り規制）

※1979年の噴火で発生した火口のうち、現在も噴気活動が継続している火口です。

火山災害から身を守るために

●噴火警戒レベルとは、噴火時などに危険
な範囲や必要な防災対応を、レベル１か
ら５の５段階に区分したものです。

●各レベルには、火山の周辺住民、観光
客、登山者等のとるべき防災行動が一目
で分かるキーワードを設定しています
（レベル５は「避難」、レベル４は「避
難準備」、レベル３は「入山規制」、レ
ベル２は「火口周辺規制」、レベル１は
「活火山であることに留意」）。

●対象となる火山が噴火警戒レベルのどの
段階にあるかは、噴火警報等でお伝えし
ます。
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○ 各レベルには、「警戒が必要な範囲」を踏まえて、防災機関等の行動が５段階のキーワード（「避難」、
「避難準備」、「入山規制」、「火口周辺規制」、「活火山であることに留意」）として示されています。

○ 「警戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶレベル５（避難）及びレベル４（避難準備）については、
「噴火警報（居住地域）」で発表します。

、はていつに）制規辺周口火（２ルベレび及）制規山入（３ルベレるれら限に辺周口火が」囲範な要必が戒警「 ○
「噴火警報（火口周辺）」で発表します。

○ 噴火警戒レベルに応じた「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対応」については、地元の火山防災協議会に
おける避難計画の共同検討を通じて、市町村や都道府県の地域防災計画に定められています。

の制体測観・視監にめたの災防山火「○

充実等が必要な火山」として火山

噴火予知連絡会によって４７火山 が

選定されています。

○ 気象庁では、これら４７火山に観測施設

を整備し、関係機関の協力も得て、

「常時観測火山」として２４時間体制

で火山活動を監視しています。

○ 常時観測火山については、国全体の 

「防災基本計画」に基づき、地元の

都道府県・市町村・気象台・砂防部局・ 

火山専門家等の関係機関が協力して 

火 山 防 災 協 議 会を設 置・開 催し、

噴火シナリオや火山ハザードマップを

用い、避難計画（いつ・どこから誰が・ 

どこへ・どのように避難するか）の

共同検討を通じて、噴火警戒レベル 

（いつ・どこから誰が避難するか）の 

設定・改善を共同で進めていきます。
火山防災協議会

噴火警戒
レベル

避難計画

危険な居住地域から

の避難等が必要（状

況に応じて対象地域

や方法等を判断）。

警戒が必要な居住地

域での避難の準備、災

害時要援護者の避難

等が必要（状況に応じ

て対象地域を判断）。

通常の生活（今後の

火山活動の推移に注

意。入山規制）。状

況に応じて災害時要

援護者の避難準備等。

登山禁止・入山規

制等、危険な地域

への立入規制等

（状況に応じて規制

範囲を判断）。

通常の生活。

火口周辺への立入

規制等（状況に応

じて火口周辺の規

制範囲を判断）。

特になし（状況に

応じて火口内への

立入規制等）。

レベルとキーワード
火山活動の状況 住民等の行動

説明

居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生、あ

るいは切迫している状態

にある。

居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生する

と予想される（可能性が

高まってきている）。

火口周辺に影響を及ぼす

（この範囲に入った場合

には生命に危険が及ぶ）

噴火が発生、あるいは発

生すると予想される。

居住地域

及び
それより
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